
１．はじめに

本工事は、波浪・地震により被災した直別共栄線

の災害復旧工事のうち、破壊・滑動した波返し擁壁

の復旧、加えて緩傾斜ブロック及び根固めブロック

を海岸線に設置する災害復旧工事であるため、気象

の影響が工程、品質、安全に重大な影響を与えるこ

とを留意し、施工しなければならない。

工事概要

工事名 ：直別共栄線災害復旧工事外１工区

発注者 ：北海道十勝支庁帯広土木現業所

工事場所：北海道十勝郡浦幌町字厚内

工 期 ：平成１７年５月２５日～

平成１８年３月２４日

工事内容

工事延長：L＝３４７．２０m

海岸土工：V＝ ７００m３

捨石工 ：A＝１０，０９０m３

緩傾斜ブロック据付（２t）：A＝６，６３５m２

吸出し防止材：A＝４４０m２

根固めブロック据付（３t）：１，２３０個

波返工：V＝２３８m３

カルバート工：１式

２．施工の留意点

前文で記述した通り、激しい波の影響を受けなが

らの作業であり、気象に大きく左右されるため、次

の事項に留意して施工を行った。

�１ 緩傾斜ブロックの施工に於いては、早期に完成

形まで施工しなければ、波浪により基礎（捨石）

の洗掘、ブロックの滑落の可能性があり、被害を

最小限とするため６工区に分割した。
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古 本 慎 吾

安全管理

写真―１ 着手前

図―１ 完成模式図
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�２ 気象予報の情報収集はインターネットの利用及

び現場設置の気象観測データにより行ったことで、

日々、柔軟に対応することが出来た。

�３ 本工事は海岸線での施工であるため、根固めブ

ロック及び緩傾斜ブロック据え付けにおいては潮

待ち作業が発生する。（潮待ち作業とは潮汐差が

大きい場所において、干潮により水上作業が可能

な部分の作業を示す。）

潮待ち作業は気象庁の潮位表（表―１）をもと

に、最干潮の約３時間前から開始するが、施工前

に波高の状態・予報と中止基準を照らし合わせ作

業可能の有無を的確に判断を行った。

３． おわりに

基本的に海岸での災害復旧工事は気象条件一つで

ガラリと危険作業へと変貌してしまう。

人員、機械等が海中に落ちないような合図の徹底、

作業手順の明確化と運用、作業関係者へのライフジ

ャケットの着用の義務付けは、当然行わなければな

らないことだが、一番重要なことは、現地での判断

を素早くかつ的確に行い、作業手順と安全に日々柔

軟に対応する姿勢をとることが安全作業・良品質へ

の近道であると思う。

早期完成も大切であるが、それ以上に早めの作業

中止の判断が最重要である。

写真―３ 潮待ち作業状況
写真―２ 波浪状況

表―１ 潮位表（赤字：作業可能時間帯）

写真―４ 完成

図―２ 沿岸波浪モデル予想（気象庁発表）
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